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伊豆－小笠原－マリアナ弧およびトンガ弧のマントルかんらん岩の地質学的・岩石学的特徴について報告する．
伊豆－小笠原－マリアナ弧前弧域のマントルかんらん岩は高い部分融解を被ったと考えられるハルツバーガイト
が主であり，島弧火成活動の融け残り岩と考えられる．一方南部マリアナ地域では中程度の部分融解度が推定さ
れる斜長石レルゾライトないしハルツバーガイトと伊豆－小笠原－マリアナ前弧域産のものに似たハルツバーガ
イトが混在する．前者は背弧海盆拡大軸起源，後者は島弧起源と考えられる．トンガ弧では島弧と背弧海盆拡大
軸の火成活動の融け残り岩が混在する．

F i s h e r & E n g e l ( 1 9 6 9 )がトンガ弧前弧域から苦鉄・超苦鉄質岩石類を報告して以来，同じような岩石類が伊豆－
小笠原－マリアナ弧を中心とする島弧－海溝系前弧域から多量に見出された．伊豆－小笠原－マリアナ弧前弧域
ではそれらの岩石類はダイアピル海山として産出し，多くはいわゆるオフィオライトに似た岩石で構成されるた
め"island arc ophiolite（島弧オフィオライト）"(Bloomer, 1983)や"forearc ophiolite（前弧オフィオライト）"(Ishii,
1 9 8 5 )と呼ばれている．一方，トンガ弧前弧域では海溝陸側斜面下部から超苦鉄質岩類・斑れい岩類・玄武岩類が
層状に露出していると考えられており，また南部マリアナ地域では島弧火成活動と背弧海盆拡大のそれぞれに関
連すると考えられる超苦鉄質岩類・火山岩類が採集されている．従ってこれらの岩石学的性質や産状を整理する
ことによって，背弧海盆を伴う島弧海溝系のin situでの地質断面を知ることが出来る．今回は伊豆－小笠原－マリ
アナ弧とトンガ弧に産出するマントルかんらん岩の地質学的・岩石学的性質に関して発表する．

伊豆－小笠原－マリアナ弧：既にIshii et al.(1992)などで報告されたように前弧域ではマントルかんらん岩は蛇
紋岩ダイアピル海山の主要構成岩石として産出する．ハルツバーガイトが主でダナイトがそれに次ぐ．含まれる
スピネルのC r # ( = C r / ( C r + A l ) )が高いこと，全岩組成でC a O含有量が少ないことなどから，高い部分溶融度を被った
島弧火成活動の融け残り岩起源と考えられる．南部マリアナ地域には太平洋プレートの斜め沈み込みにより東西
約4 0 0 k mに及ぶ急崖が発達し，それに沿って島弧－背弧海盆－古島弧の断面が露出していると考えられている

（石井ほか，1998；Ishii et al., 1998）．マントルカンラン岩はハルツバージャイトを主とする場合と斜長石レルゾラ
イト～ハルツバージャイトを主とする場合がある（Ohara and Ishii, 1998;佐藤ほか,1998;Sato et al., 1998)．前者は
前弧域産のマントルカンラン岩と似たような岩石学的性質を示し，島弧火成活動の融け残り岩起源と考えられる．
一方後者においてはスピネルの形態定向配列やかんらん石・斜方輝石の変形組織にる面構造の発達や，含まれる
スピネルの低いC r #（0 . 3 ̃  0 . 5），全岩組成での高いC a O含有量（1 ̃  4 w t % )が特徴的であり拡大軸における部分融解度
の低い火成作用の融け残り岩起源と考えられる．

トンガ弧：Bloomer and Fisher(1987)，Bloomer et al.(1996), Sato et al.(1996)が前弧域からドレッジによって採取
された岩石種に基づいてオフィオリティックな岩石類の層状の分布を推定している．マントルかんらん岩はハル
ツバージャイトが主であり，ダナイトがこれに次ぐ．含まれるスピネルのC r #の幅は広い（0 . 3 ̃  0 . 8）が，スピネル
のT i O 2含有量やマントルかんらん岩中の硫化鉱物の存在，全岩組成でのC a O含有量などから島弧火成活動の融け
残り岩と拡大軸での火成活動の融け残り岩が混在していると考えられる（Sato et al., 1998).

以上のように伊豆－小笠原－マリアナ弧およびトンガ弧では島弧火成活動起源の融け残りマントルかんらん岩
だけではなく，背弧海盆拡大軸での火成活動起源の融け残りマントルかんらん岩も露出している．このような起
源の異なるマントルかんらん岩の共存は陸上のオフィオライト岩体でも頻繁に見られる．従って，更に詳しいi n
s i t uでの産状や岩石学的・地質学的特徴を知るために，今後はより密なドレッジや潜水艇による検討・深海掘削な
どを用いての調査が必要である．


